
出資法人等経営状況報告書

「

　

作成年月日及び担当部署

　

作成年月日

　　

令和７年８月２２日

　　　

担当部署 農林水産部

　

農政課

※以下は令和７年３月３１日現在の内容です。
２

　

法人等の概要

法

　

人

　

名 公益財団法人

　

牧農林業振興公社

代

　

表

　

者

理事長

　

笹原

　

茂

■

　

常

　

勤

　　　

□

　

非常勤 ■

　

プロパー

　

□

　

市兼務

　

□

　

その他

所

　

在

　

地 新潟県上越市牧区柳島３５３番地

設立年月日 平成８年３月２２日

基

　

本

　

金 ３０，０００千円

　　　　　

！

　

市出絹割合

　

１

　　　　　

８３．３％

設立目的
地域社会の振興及び生活環境に関する事業を通じて、農林業生産の維持及
び向上を図り、 もって牧区における農林生産及び地域社会経済の活性化に寄

与する。

主な事業

（１｝農作業支援事業
（２）農地保全事業
（３）農地利用集積円滑化事業
（４｝中山間地域等直接支払交付金業務受託事業
（５）多面的機能支払交付金業務受託事業
（６）都市と農村交流事業
（７｝地域保全管理事業

３

　

役員数

（単位：人）

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市兼務 その他
理事 Ｉ ４ ５ ５ ０ ０

監事 ０ ２ ２ ２ ０ ０

計 ー１１【
６ ７ ７ ０ ０

４

　

職員数

計
内訳

フｏロノ、一 市兼務
正社員 ７ ７ ０

その他 ０ ０ ０

計 ７ ７ ０

ー１ー



事業実績（概要）５

　　　　　

芙，頃

　

【令和６年度の経営状況】

　

経常収益は、 米価の上昇と米の独自販売や大ロ販売の拡大により収益が増加しました。 ま

　

た、 大雪の影響により除雪作業受託費が増加し、 前年度と比較して１０，７８７千円増の１１９，１２４

　

千円となりました。

　　

経常費用は、職員の手当等支給に伴う給与費の増、臨時職員賃金の増、除雪機械の燃料費

　

の増、 法人税・消費税の租税公課の増など、 前年度と比較して１，４７２千円増の１０９，３８６千円

　

となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

【令和６年度の経営状況】

経常収益は、 米価の上昇と米の独自販売や大ロ販売の拡大により収益が増加しました。 ま

た、 大雪の影響により除雪作業受託費が増加し、 前年度と比較して１０，７８７千円増の１１９，１２４

千円となりました。
経常費用は、職員の手当等支給に伴う給与費の増、臨時職員賃金の増、除雪機械の燃料費

の増、 法人税・消費税の租税公課の増など、 前年度と比較して１，４７２千円増の１０９，３８６千円

となりました。
全体収支としては、当期一般正味財産増減額と当期指定正味財産増減額の合計９，８０３千円

の黒字であり、 正味財産期末残高は１３５，９７３千円となりました。

【令和６年度の主な取組】

○農作業支援事業

　

小規模．高齢農業者を支援し荒廃農地の発生を防止するため、 農作業を受託しました。

項

　

目 令和４年度 令和５年度 令和６年度

水稲関係作業

耕うん ２．３

　

ｈａ １．ｌ

　

ｈａ １．７

　

ｈａ

代かき ３．９

　

ｈａ ２．９

　

ｈａ １．５

　

ｈａ

田

　

植 １．５

　

ｈａ １．６

　

ｈａ ０．８

　

ｈａ

溝

　

切 １３．７

　

ｈａ １２．９

　

ｈａ １３．３

　

ｈａ

刈

　

取 ７．２

　

ｈａ ３．３

　

ｈａ ３．４

　

ｈａ

合計（延べ面積） ２８．６

　

ｈａ ２１．８

　

ｈａ ２０．７

　

ｈａ

そば関係作業
刈

　

取 １２．８

　

ｈａ １２．６

　

ｈａ １３．３

　

ｈａ

合計（延べ面積） １２．８

　

ｈａ １２．６

　

ｈａ １３．３

　

ｈａ

※そば関係作業は刈取作業のみ

※えちご上越農業協同組合から水稲育苗作業受託１２，４５７枚 （前年度比較２４７枚増）

○農地保全事業

　

担い手への農地集積を推進するとともに、 受け手がない農地の管理耕作を行いました。

項

　

目 令和４年度 令和５年度 令和６年度

借入面積 ３４．ｌ

　

ｈａ ３４．９

　

ｈａ ３４．９

　

ｈａ

　

公社耕作面積
（うち水稲作付面積）

　

３３．９

　

ｈａ
（２１．８ｈａ）

　

３４．７

　

ｈａ
（２２．５ｈａ）

　

３４．７

　

ｈａ
（２２．５ｈａ）

水稲収穫量
（ｌｏａ当たり収量）

８８．ｌ

　

ｔ

（６．６俵）

　

６９．３

　

ｔ

（５．１俵）

　

８８．ｌ

　

ｔ

（６．５俵）

○地域マネジメント組織の事務を支援

　　

中山間地域等直接支払交付金（２３支部）と多面的機能支払交付金（１６支部）の広域協定

　

事務を支援しました。 また、 中山間地域等直接支払交付金を活用し、 小規模農業者の出荷

　

を支援する 「庭先集荷サービス事業」 を実施しました （参加者数：８名、 売上高 ３，５２５千

円）。

○都市と農村交流事業 （ふるさと棚田オーナー事業）

　

会員６名に対し、 棚田米と季節の農産物の発送を行いました。

○地域保全管理事業

　

簡易水道配水管路の除草作業や市道及び林道の除雪業務を行いました。

－２－



６

　

財務状況 （税込）

項

　

目

　　

令和４年度
目

　

令和４年４月１日
至 令和５年３月３１日

　　

令和５年度
目

　

令和５年４月１日
至 令和６年３月３１日

　　

令和６年度
目

　

令和６年４月１日
至 令和７年３月３１日

正
味
財
産
増
減
計
算
書

一般正味財産増減の部

　

経常収益

　　

基本財産運用益

　　

特定資産運用益

　　

受取会費

　　

事業収益

　　

受取補助金等

　　

その他経常収益

　

経常費用

　　

事業費

　　

管理費

　

当期経常増減額

　　

経常外収益

　　

経常外費用

　

当期経常外増減額

　

税引前当期

　

紋

　

正味財産増減額

　　

法人税等

　

当期一般正味財産増減額

　

一般正味財産期首残高

　

一般正味財産期末残高

経常収益

　

基本財産運用益

　

特定資産運用益

　

受取会費

　

事業収益

　

受取補助金等

　

その他経常収益

９７，９９６ １０８，３３７ １１９，１２４

基本財産運用益 ０ ０ ３

特定資産運用益 ０ ０ ４

受取会費 ０ ０ ０

事業収益 ７７，９６１ ７９，３９６ ９９，０５３

受取補助金等 １４，７１２ ２１，１１５ １４，２４１

その他経常収益 ５，３２２ ７，８２６ ５，８２２

経常費用

　

事業費

　

管理費

９３，５０６ １０７，９１４ １０９，３８６

事業費 ８９，２３２ １０２，１１０ １０３，８３９

管理費 ４，２７３ ５，８０４ ５，５４７

当期経常増減額 ４，４９１ ４２４ ９，７３８

経常外収益 ０ ０ ４５０

経常外費用 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ４５０

税引前当期

　

紋
正味財産増減額 ４，４９１ ４２４ １０，１８８

法人税等 ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 ４，４９１ ４２４ １０，１８８

一般正味財産期首残高 ９０，２０６ ９４，６９７ ９５，１２０

一般正味財産期末残高 ９４，６９７ ９５，１２０ １０５，３０８

指定正味財産増減の部

　

当期指定正味財産増減額

　

指定正味財産期首残高

　

指定正味財産期末残高

当期指定正味財産増減額 △３８５ △３８５ △３８５

指定正味財産期首残高 ３１，８１９ ３１，４３５ ３１，０５０

指定正味財産期末残高 ３１，４３５ ３１，０５０ ３０，６６５

正味財産期末残高 １２６，１３１ １２６，１７０ １３５，９７３

項

　

目 令和５年３月３１日現在 令和６年３月３１日現在 令和７年３月３１日現在

貸
借
対
照
表

資

　

産 １６５，１００ １６１，２５３ １７９，６６２

負

　

債 ３８，９６９ ３５，０８３ ４３，６８９

正味財産

　

指定正味財産

　

一般正味財産

１２６，１３１ １２６，１７０ １３５，９７３

指定正味財産 ３１，４３５ ３１，０５０ ３０，６６５

一般正味財産 ９４，６９７ ９５，１２０ １０５，３０８

※

　

金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計

　

算結果と一致しない場合があります。

－３－



７

　

市からの財政支出等

（１） 委託額（税込）

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考
① 市道除雪業務 ２９，３７３ ２５，１９７ ４２，７２６

② 水道施設管理業務 ３１９ ３７７ ４５１

計 ２９，６９２ ２５，５７４ ４３，１７７

（単位：千円）

（２） 財政援助額（税込）

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

①

　

補助金（助成金）

　

１中山間地域等直接支

　

ｉ払交付金

　

１環境保全型農業直接

　

支払交付金

　

１農業経営継続支援金

　

１干ばつ災害水田復旧

　

１事業補助金

　

１農業経営所得安定対

　

１策緊急助成事業補助
１金

　

１農林水産物等マーケ

　

１ティング活動支援事

　

１業補助金

７，６９８ １５，３８７ ８，０２９

中山間地域等直接支
払交付金

６，３１５ ６，６５３ ６，７３９
個別協定分と集落協定
の個人配分分を合算

環境保全型農業直接
支払交付金

１，０７９ １，１２７ ８９０

農業経営継続支援金 ０ ２００ ０

干ばつ災害水田復旧
事業補助金

０ ７，４０７ ０
平方、 上昆子、 樫谷、
小川町内会

農業経営所得安定対
策緊急助成事業補助
金

３０４ ０ ０

農林水産物等マーケ
ティング活動支援事

業補助金
０ ０ ４００

ホームページリニュー
アノレ

② 貸付金 ０ ０ ０

③ 損失補償 ０ ０ ０

④ 債務保証 ０ ０ ０

⑤ その他 （

　　　　　

） ０ ０ ０

計 ７，６９８ １５，３８７ ８，０２９

（単位：千円）

８

　

市以外からの補助金・助成金等

（１） 受給額（税込）

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

① 水田活用の直接支払交付金 ２，３１４ ３，９１５ ３，９４６ 国

② 畑作物の直接支払交付金 １，５５５ ０ ０ 国

③ 収入減少影響緩和交付金 ９２７ ０ ９３６ 国

④ 特定求職者雇用開発助成金 ４００ ８００ ８００ 国

⑤
就職氷河期世代雇用
就農者実践研修支援
事業補助金

１，３５８ ０ ０ 国

⑥ 肥料高騰緩和対策助成金 ６４ １３５ ０ ｊ‐Ａ

⑦
肥料価格高騰対策事
業支援金

０ ４８０ ０ 国

計 ６，６１８ ５，３３０ ５，６８２

（単位：千円）

一４一



今後の経営計画等

（１｝次期事業計画

９

農業者の高齢化、担い手不足によって、公社の役割が大きくなる中、地域の期待に応えるべく、

定款に定める目的に基づき、 着実な事業展開を行っていきます。

項

　　

目 令和７年度計画 令和６年度実績

農作業支援事業（農作業受託事業） ３４．ｏ

　

ｈａ ３４．ｏ

　

ｈａ

農地保全事業（公社耕作面積） ３４．ｏ

　

ｈａ ３４．９

　

ｈａ

公共施設等維持管理事業

　

市道除雪業務

　

水道施設管理業務

２５，４１０千円 ４３，１７７千円

市道除雪業務 ２５，０００千円 ４２，７２６千円

水道施設管理業務 ４１０千円 ４５１千円

都市と農村交流事業（※１） ６人 ６人

地域マネジメント組織事務支援 （※２）

　

中山間地域等直接支払

　

多面的機能支払

３，エ００千円 ２，９９５千円

中山間地域等直接支払 ２，１００千円 ２，３４４千円

多面的機能支払 １，０００千円 ６５１千円

（※１） 計画と実績の数値は、棚田オーナーの会員数を示しています。

（※２） 計画と実績の数値は、広域協定からの事務受託料を示しています。

（２）中長期経営計画

－５－



１０

　

令和７年度 経営状況の分析・評価

（１） 第三セクターの経営状況の分析・評価のフローチャート

※ 「第三セクタ」に対する関与方針」 から抜粋

債務超過に陥っている、 又は、 資本金の５０％を超
える累積欠損金がある、 若しくはそのおそれがあ
るか

はし、

→

↓いいえ

はい 外部専門家に見解を
求める３期連続の赤字であるか

↓いいえ

はい
→法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はある

か

↓いいえ

現状では、 当該法人の経営状況に問題 （課題） な
し

フローチャートによる評価基準 備考

Ａ 経営状況に問題（課題）なし 引き続き経営努力を行う

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、外部専門
家に見解を求めるＣ 当期純利益が３期連続の単年度赤字であ

る

Ｄ
債務超過に陥っている、 又は、
資本金の５０％を超える累積欠損金がある

フロ」チャートによる評価

　　　　　

Ａ

　　　　　　

→

　

ＢからＤ評価の法人は（２）へ

　

【特記事項１

　

特になし

非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。
「３ 期連続の赤字」 の判断においては、「当期一般正味財産増減高」 と 「当期指定正味

財産増減高」 の合計がマイナスとなる場合は、 赤字と読み替える。

－６－



今和６年度

※※※※※※※※※※※※※※※※

事業報告書
※※※※※※※※※※※※※※※※

自

　

今和

　

６年 ４月

　

１日

至

　

今和 ７年 ３月３１日

公益財団法人

　

牧農林業振興公社

－７ー



令和６年度事業

１． 公益目的事業

．農作業支援事業

○農作業関係（受託事業）

　

公社の事業目的にある農作業支援については、 農業者の高齢化と大型の機械化

による更新や維持ができないため一時的に公社への委託も多く発生していたが、
近年は個人の農業の廃止から委託件数は激減している。

　

公社或いは生産法人等への集約が進んでいるが、組織の中でも担い手や後継者

がいないため、 今後の農地の移動が懸念されるところである。

　

受託作業の料金については、 上越市農業委員会の作業料金表と同額とし、 田の

管理状況に応じ一部割増料金を徴収している。
また、従来の公社を通しての再委託も数多くあったが、生産組織と直接農作業受委

託され、 作業料金の精算も直接行われる傾向となってきた。

　

再委託したものは令和６年度には１集落のみであり。 件数、 面積は下記のとお

りであり手数料として双方より１％を徴収している。

生産組合名 再委託内容

泉山ゆり機械生産組合
春耕転 １０件７３．６時間、 田植え ６件６２９．７ ａ

秋耕転８件９２・０時間

ｌ

○牧ライスセンター等管理運営関係 （受託事業）

令和６年度も、 ＪＡと施設業務委託契約書に基づき業務を実施した。

・ライスセンター部門

　

取扱量は、 玄米で１， ０９ｏｔ（コ シヒカリ４５６ｔ、 こ しいぶき １４５ｔ、 に じ

のきらめき１１５ｔ、 加工用米・飼料用２７ｔ、 みずほの輝き６ １ｔ、 つき あかり

２２７ｔ、 五割低減コシ５６ｔ） となっている。

　

稼働率については、近年の飼料米、加工米の需要拡大により、他の地域からの

持ち込みが多くあったが、 計画に対し

　

７７，７％であったが、 前年度よりも１３ポ

イント増となった。

　　

要因としては、前年度のような干ばつもなく利用者の減少・全般的に高温少雨

　

の影響があり取扱量の増加となった。 さらに、 ＪＡ上越営農センター管内の他

　

施設の稼働状況も勘案しながら調整が図られるため、処理能力の１００％稼働率に

　

届かず、 今後もこのような現象が続くと思われる。

　

雇用については、ＪＡ営農指導員と公社職員２名ほか臨時雇用者で実施したが、
指導員、 職員については経験者となり、 事故防止と人件費の節約に努めた。

　　

また、施設も老朽化し、機械の修理が多く発生すること等稼働中のトラブルが

　

懸念されるためＪＡに改善を申し入れている。
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育苗部門
取扱量は、中苗６，４７６枚、稚苗５，９８１枚、合計１２，４５７枚と前年度対比１０２，０２％

とわずかながら増加した。

そばセンター部門

　

そばの取扱量は、荷受量で３３ｔであった。そばは天候が左右されるため、長

雨や台風の影響による倒伏が多く、雑草の種子や根張りが悪く、土などの混入が

見られ等級の格落ちが発生している。 また、 獣害による被害も年々多く発生し、
収量が激減している地域もある。

　

粗選機、乾燥機等機械設備の老朽化も進んでおり、他の施設より部品を調達し

ながら稼働しているが、 機械全体の更新が急務となっている。

２．農地保全事業（自主事業）

　　

６年度作付面積は、３４７４．９ａ（水稲２２５３．３０ａ，畑１２２１，６０ａ）、 その他農業用施設

　

２０．９９ａとなった。

　　

収穫量は、２，９３８袋（平均反収６．５俵）となった。

　　

販売先については、ＪＡヘコシ５６袋・つきあかり６８３袋・もち米６袋、 平原商店

　

ヘコシ４２４袋・どんとこい１９５袋・つきあかり１９８袋、 独自販売１，３５５袋となって

　

いる。

　　

４年度から販売を開始した切餅については、 個包装に真空パックされており大変

　

好評をいただいており、 上越市ふるさと納税返礼品登録もあり、 ５６万円余の売り

　

上げとなった。

　　

そばについては、８６２．５ｋｇの収穫量でＪＡ・そば業者へ出荷した。

３． 農地利用集積円滑化事業等

○農地利用集積円滑化事業（委託事業）

　

令和６年度の契約が１４．７２ｈａとなっており、 本年度をもって円滑化事業として

の業務は終了となる。

○農地中間管理事業業務委託（委託事業）

　

令和５年度からは上越市の方針により、事務手続きについては農政課にて実施

されており、 公社は相談窓口業務のみとなっている。

　

６年度も引き続き、農用地利用集積計画に基づく出し手からの相談・受付、 賃

借期間や賃料の協議、 契約締結等の事務を行なう委託業務を実施した。

中山間地域等直接支払業務委託事業（委託事業）
事務局（広域活動）

　

・中山間地域等直接支払交付金

　

事務処理

　

・交付金交付申請・実績報告

４
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活動報告書作成・支払
超急傾斜農地保全活動（発送用袋作成）
業務委託の集落数：２３集落

　

６年度交付金額

　　　　　　　　

８６，０６９，２３４円

　

協定事務費

　　　　　　　　　　　

２，９９７，２００円
（内、 公社受託費２，３４３，７８４円）

多面的機能支払交付金事業（委託事業）

　

事務局（広域活動）

　

・組織の広域化・体制強化

　

・研修会への参加

　

・多面的機能支払交付金事業の事務処理

　

・業務委託の集落数＝１６集落

　　

６年度交付金額

　　　　　　

１１，８４１，４５０円

　　

事 務 局 費

　　　　　　　　　　

１，２１８，８００円

５

（内、 公社受託費６５０，６４５円）

６． 庭先集荷サービス事業 （委託事業）

　　

当初、 市単事業として実施してきた 「庭先集荷サ←ビス事業」 は、 令和３年度で

　

廃止となったことから、その後、 中山間地域直接支払交付金事業の 「集落機能強化

　

加算」 で取り組み、 参加者の負担軽減を図ってきた。

　　

しかしながら、令和７年度から開始される、中山間地域直接支払交付金事業の第

　

６期対策では「集落機能強化加算」 が加算措置廃止となり、 本年度をもって終了と

　

なる。

　　

令和６年度は８名の参加者により、４月から１２月末までの週 ２ 回実施し、９８品

　

目・１０９５９点、 売上高 ３，５２５，３３５円で過去最高額となった。

　　

各農家で生産された農産物や山菜等を集荷し販売することで、所得の向上と生産

　

者の情報交換の場として今後も期待される事業である。 販売先は主として 「あるる

　

ん畑」 である。

７．都市と農村交流事業（自主事業）

　　

棚 田オーナー会員

　　　　

６名

　　

会員募集については、東京牧村会の会報掲載と、米購入者にＤＭ等で募集してい

　

る。 しかし、会員の高齢化と、新型コロナの蔓延防止等により体験ツア←も実施で

　

きずに米の発送と地域の情報提供のみとなっている。令和４年度からは新たに季節

　

の農産物をお届けしている。

　

・会

　

費…年会費

　　　

２９，０００円

　　

・会員特典…棚田米精米４０ｋｇ又は玄米５０ｋｇと季節の農林産物

－ｌｏ－



２． 収益事業

地域保全管理事業

１．牧区水道施設管理業務

　　

上越市ガス水道局：「配水管水路草刈業務委託」

　　　

業務内容

　

Ｌ＝１，８００ｍ

　

Ｗ＝２．ｏｍ

Ｌ＝４００ｍ

　　　

Ｗ＝４．ｏｍ

草刈・枝払・片付け

諸経費
実施時期

　

令和６年５月２３日～７月３１日

２．道路除排雪業務

○上越市：「道路春先除雪委託業務」

　

委託内容 除雪車貸与

　

ロ」タリー車

　

１台

道路春先除雪計画に基づく除雪
委託期間

　　

令和６年４月１日～令和６年５月 ３１日

○上越市：「道路除排雪委託業務」

　

委託内容

　

除雪車貸与

　

タイヤ ドーザ２台・ロータリー車１台

市道除雪

　

１３路線

　

Ｌ＝６．４３ｋｍ

　

公共施設駐車場内７箇所

スノーポール設置・撤去

　

２１２本

委託期間

　　

令和６年１２月１日～令和７年３月 ３１日

３． 主

　

要

　

会

　

議

令和６年５月１４日

　　

監査会

令和５年度事業及び決算に関する件

令和６年５月２ ２日

　　

理事会

令和５年度事業報告及び決算に関する件

定時評議員会開催に関する件

職員期末手当等の支給に関する件

令和６年６月１０日

　　

評議員会

・令和５年度事業報告及び決算に関する件

・令和６年度役員報酬等に関する件

・評議員の改選に関する件

・役員の改選に関する件

令和６年６月１０日

　　

理事会

理事長の選任に関する件

副理事長の選任に関する件
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理事の順位に関する件

令和６年９月４日 事業検討委員会

　　　　　　　　　　　

・規則 の制 定につ いて

　　　　　　　　　　　　

・農地保全事業に関する農地借り入れ条件区分の設定について

　　　　　　　　　　　

・小 作料金の見直 しについて

令和６年１１月１日 事業検討委員会

・農地保全事業に関する農地借り入れ方針の設定について

．小作料金の算定方法について
・耕作地集約に関する件について

令和６年１１月２１日

　

理事会

　　　　　　　　　　

・令和６年度上半期における経営状況に関する件

　　　　　　　　　　　　

・農地保全事業にかかる借入方針並びに小作料の算定に関する件

令和７年３月２４日

　　

理事会

・職員の事務分掌、 給与等に関する件

・令和７年度事業計画及び予算に関する件

・長期借入限度額に関する件

・職員就業規程の一部改正に関する件

・定時評議員会開催に関する件

令和６年３月 ２６日

　　

評議員会

令和６年度事業計画及び予算に関する件

－１２－



４． 会

　

務

　

報

　

告

年月日

　　　　　　　　　　　　　

事

　　

項

　　　　　　　　　　　　　

人数等

　　　　　　　

場所

６．４． １ 辞令交付式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８名

　　

事務所

　

４．「６

　

庭先集荷開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務所→あるるん畑

　

４．２２

　

さくら会計決算定時監査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所

　

５． ８

　

田植作業開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区内圃場

　

５．１０

　

牧区農業振興会・牧区農地を守る会 監査会

　　　　　　　　

２名

　　

事務所

　

５．１７

　

牧区農業振興会

　

定例会

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３名

　　

牧コミュニティプラザ

　

５．１７

　

牧区農地を守る会広域協定

　

運営委員会

　　　　　　　　　　

３名

　　

牧コミュニティプラザ

　

５．１４

　

令和５年度決算監査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４名

　　

事務所

　

５．２２

　

令和５年度決算理事会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８名 事務所会議室

　

５．２９

　

上越市農業政策事業説明会

　　　　　　　　　　　　　　　　

１名 清里コミュニティプラザ

　

６．１０

　

令和５年度決算討議員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　

８名 事務所会議室

　

６．１０

　

新理事会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８名 事務所会議室

　

６．１０

　

新旧役員等歓送迎会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２２名

　　

割烹新柳

　

６．１２

　

上越市中山間地域元気な農業づ〈り推進協議会

　

総会

　　　　

１名 春日謙信父流館

　

６．１２

　

牧区地域おこし協力隊導入に関する学習会

　　　　　　　　　

１名

　　

牧区総合事務所

　

６．２７

　

トラクター納入（資産取得積立資金）

　　　　　　　　　　　　　　　　

格納庫

　

６．２８

　

令和５年度決算関係電子申請

　

完了

　　　　　　　　　　　　　　　　

さくら会計→電子申請サイト

　

６．２８

　

コンプライアンス研修（視聴）

　　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所

　

７．１２

　

牧区農業振興会

　

販売促進検討委員会

　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所

　

７．１２

　

役員等変更登記

　

完了（原本還付）

　　　　　　　　　　　　　　　　

事務所

　

７．１７

　

役員等の変更の届出

　

完了（電子申請）

　　　　　　　　　　　　　　

事務所

　

８， ６

　

精米用色彩選別機納入（資産取得資金積立）

　　　　　　　　　　　　

事務所

　

９．１３

　

ホームページリニューアル完了（特定費用準備資金積立）

　　　　　　

事務所

　

８．１６

　

ＪＡライスセンター打合せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３名

　　

事務所

　

８．２１

　

ライスセンター事業打合せ

　　　　　　　　　　　　　　　　

１１名 事務所会議室

　

８．２６

　

直接支払現地確認（４日間）

　　　　　　　　　　　　　　　　

１名 区内関係支部

　

９． ３

　

稲刈り作業開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区内圃場

　

９． ４

　

第１回事業検討委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９名 事務所会議室

１０，２９

　

さくら会計中間期定時監査

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所

「「． １

　

第２回事業検討委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０名 事務所会議室

１１，２１

　

中間期理事会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９名 事務所会議室

「２． ７

　

除雪作業開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委託路線

１２．「３

　

新潟県立入検査（地域農政推進課より２名来所）

　　　　　　

３名

　　

事務所

１２，「７ 庭先集荷最終日
１２．「７

　

上越市ビレッジプラン交流会

　　　　　　　　　　　　　　　　

１名

　　

春ロ；潤えルに鮎

１２．「８

　

上越市農政課ヒアリング（５名来所）

　　　　　　　　　　　　

３名

　　

事務所

７．１．１０

　

上越市農業再生協議会幹事会

　　　　　　　　　　　　　　

「名

　　

ＪＡ本店

　

１．３０

　

定款変更（Ｒ５）にかかる電子申請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務所

　

２．２５

　

さくら会計１月末期定時監査

　　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所

　

３．２「

　

職員採用面接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所

　

３．２４

　

令和７年度事業計画・予算理事会

　　　　　　　　　　　　　

７名 事務所会議室

　

３．２７

　

令和７年度事業計画・予算評議員会

　　　　　　　　　　　　

８名 事務所会議室

　

３．２８

　

令和７年度事業計画・電子申請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務所

　

３．３「

　

職員採用面接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　

事務所
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令和 ６年度事業実績
（公財）牧農林業振興公社

農 作業支援 事業

　　　　　　

［

　　

１９，４５５，５００

　

円

　

］

　　　　　　

水稲関係

　　　　　　　　　　

１７，８７９，０６９

　

円

　　　　　　　　　

公社水田作業料

　　　　　

乙２７１，８９０

　

円

　　　　　　　　　　　

再委託 （泉）

　　　　　　　

９９６、（一馬

　

円

　　　　　　

育苗・ライ スセンタ← １４，５７２，０６斗

　

円

　　　　　　　　

橋米・色選作業料

　　　　　　　

３８，５００

　

円

　　　　　

畑作関係

　　　　　　　　　　　

１，５０６，４７１

　

円

　　　　

公社畑作末ｆｒ

　　

」

　

］，，繍 一７ー

　

円

　　　　　　　　　

（そば刈、畑耕転、除草剤

　　　　　　　　　

散布

　

等）

　　　

農地中間管理事業

　　　　　

業務委託費（ｌｐァドレス料金）

　　　　　　

６９，９６０

　

円

農業機械の過剰投資の防止・高齢農家への
支援の為に部分作業を受託する事業

水稲関係

　　　　　　　　　　

１７，８７９，０６９

　

円

　　　

公社水田作業料

　　　　　

乙２７１，８９０

　

円

　　　　

再委託 （泉）

　　　　　　　

９９６、（一馬

　

円

育苗・ライスセンタ← １４，５７２，０６斗

　

円

　　

橋米・色選作業料

　　　　　　　

３８，５００

　

円

作

　

業

　

名 令和

　

６

　

年度実績

耕

　　

耗 １，７

　　　　　　

ｈａ公社水田作業料 乙２７１，８９０

　

円

代

　　

掻 １，５

　　　　　　

ｈａ再委託（劇 ９９６、（一馬

　

円

田

　　

植 ０，８

　　　　　　

ｈａ育苗・ライスセンタ← １４，５７２，０６斗

　

円

江

　　

立 ］３．３

　　　　　　　

ｈａ橋米・色選作業料 ３８，５００

　

円

刈

　　

取 ３．，：』

　　　　　　

ｈａ

育

　　

苗 受託枚数

　

１２，４５７

　

枚

畑作関係

　　　　　　　　　　　

１，５０６，４７１

　

円 耕

　　

転 ０．０工

　　　　　　

ｈａ

公社畑作末ｆｒ

　　

」

　

］，，繍 一７， 円（そば刈、畑耕転、除草剤
散布

　

等）

播

　　

種 ０．ｏ

　　　　　　

ｈａ

刈

　　

取 ］３，３

　　　　　　

ｈａ

農地中間管理事業

　

業務委託費（ｌｐァドレス料金）

　　　　　　

６９，９６０

　

円

Ｒ５年度より中間管理事業事務を農業委員会へ移
行。相談窓口業務のみ残る ＩＰァドしスは支援システ
ム閲覧等時必須

農地保 全事業

　　　　　　　　

［

　　

３１，５７７，５６３

　

円

　

］

　　　

水稲

　

ＪＡへ出荷

　　　　　　　　　　

５，９２５，３８２

　

円

　　　　

２２，５３ｈａ独 自販売

　　　　　　　　　　　　

１６，５３０，６０４

　

円

　　　　　

大 口 販 売

　　　　　　　　　　　

８，７５２，３５０

　

円

　　　　　　

ソバ
契約販売 （友牧会．岩神）

　　　　

１４８，５００

　

円

　　　　　　

・２，２１ｈａＪＡへ出荷 （そば）

　　　　　　　　

２２０，７２７

　

円

農地のん｛砲防止の為、公社自身が担い手
となって農地を耕作し保全する事業となって農地をョ

水稲 ＪＡへ出荷

　　　　　　　　　　　

５，９２５，３８２

　

円 令和

　

６

　

年度実績

独自販売

　　　　　　　　　　　　

１６，５３０，６０４

　

円 総借入件数 １０７

　　　　　　

件

大口販売

　　　　　　　　　　　

８，７５２，３５０

　

円 総借入面積 ３４，９

　　　　　　

ｈａ

公社直接借入小作料 Ｌ，６２３，２５９円

ソノく
契約販売 （友牧会・岩神）

　　　　

１４８，５００

　

円

ＪＡへ出荷 （そば）

　　　　　　　　

２２０，７２７

　

円

中間管理事業経由小作＊ ５９３、５９０円

ＴＡへ出荷

　

３６７ｊ

　

ｋＥ

　

／

　

戦友会・岩暫し、販売

　

船５

　

ｋｇ

農地利用集積円滑化等事業

　

［

　　

１，８４９，１５１

　

円

　

］

　　　

農地利用集積円滑化事業

　　　　

受取賃借料

　　　　　　　　　　　

１，８４９，１５１

　

円

担い手に農地を集積し地域の営農体制の強
化を図る事業

農地利用集積円滑化事業

　

受取賃借料

　　　　　　　　　　　

１，８４９，１５１

　

円

令和 ６ 年度実績（円滑化）

借入件数 ３２

　　　　　　

件

貸付件数 ７

　　　　　　

件

年度保有面積 １４，７

　　　　　

ｈａ

直払 い等 事務受 託

　　　　　　

［

　　　

２，９９４，４２９

　

円

　

］

　　　

中山間地域直接支払

　　　　　　　　　

２，３４３，７８４

　

円

　　　

多面的機能支払

　　　　　　　　　　　　

６５０，６４５

　

円

牧区農振会・牧区農地を守る会より受託

中山間地域直接支払

　　　　　　　　　

２，３４３，７８４

　

円 事務受託数 ２３支部

多面的機能支払

　　　　　　　　　　　　

６５０，６４５

　

円 事務受託数 １６支部

地 域保 全管 理事業

　　　　　

［

　　

４３，１７６，７３８

　

円

　

］

　　　

牧区水道施設管理業務

　　　　　　　　　　　

４５１，０００

　

円

　　　

道路除排雪業務

　　　　　　　　　　　　

４２，７２５，７３８

　

円

牧区内の公的施設等を保全管理する事業

牧区水道施設管理業務

　　　　　　　　　　　

４５１，０００

　

円 上越市より受託 ７月（高尾～今清水～雨露）

道路除排雪業務

　　　　　　　　　　　　

４２，７２５，７３８

　

円 上越市より受託 １２月～５月（除雪車３台貸与

事

　

業

　

収

　

入 合

　

計

　　　　

９９，０５３，３８１円
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決算報告書
※※※※※※※※※※※※※※※※

自

　

今和 ６年 ４月

　

１日

至

　

今ネロワ年 ３月３１日

公益財団法人

　

牧農林業振興公社

－１５－



貸

　

借

　

対

　

照

　

表

今和７年３月３１日現在

公益財団法人

　

牧農林業振興公社

一般会計 （単位：円）

科

　　　　　

目 当年度 前年度 増

　

減

工

　

資産の部
１． 流動資産

　　　

現金預金

　　　

棚卸資産

　　　

貯蔵品

　　　

その他流動資産

　　　

未収金

　　

流動資産合計

２． 固定資産

　

（１）基本財産

　　　

出損金

　　

基本財産合計

　

（２）特定資産

　　　

建物

　　　

農業用機械・装置

　　　

減価償却累計額

　　　

退職給付引当資産

　　　

特定費用準備資金

　　　

資産取得資金

　　

特定資産合計

　

（３）その他固定資産

　　　

建物

　　　

建物付属設備

　　　

構築物

　　　

農業用機械・装置

　　　

車両運搬具

　　　

リース資産

　　　

什器備品

　　　

減価償却累計額

　　　

その他の固定資産

　　　

借地権

　　　

電話加入権

　　

その他固定資産合計

　　

固定資産合計

　　

資産合計

２２，６６７，９４８

３，２５７，５００

　

４９８，０６９

１，３４３，４４８

２９，３６４，２２７

１６，４７１，７０１
２，８１７，５００
１，６６７，５１５

１，３８１，１３５

２２，５２９，８２２

　

６，１９６，２４７

　　

４４０，０００

△ １，１６９，４４６

　

△

　

３７，６８７

　

６，８３４，４０５

５７，１３１，１９２ ４４，８６７，６７３ １２，２６３，５１９

３０，０００，０００ ３０，０００，０００ ０
３０，０００，０００ ３０，０００，０００ ０

　

１２，９５４，０９１

　

１３，１６８，８７５

△

　

２３，１１８，３６１

　

７，６８１，８６６

　

９，２４０，５２６

　

１４，９１７，９３７

　

１２，９５４，０９１

　

１３，１６８，８７５

△

　

２２，７３３，６２５

　

７，８７７，６６２

　

２，３７１，３３５

　

１６，７７０，０００

　　　

０

　　　

０

　

△

　

３８４，７３６

　

△ １９５，７９６

　

６，８６９，１９１

△ １，８５２，０６３
３４，８４４，９３４ ３０，４０８，３３８ ４，４３６，５９６

　

２９，７７６，７９７

　　

７３９，３９７

　

５，１８４，０００

　

９３，９８３，３１８

　

１３，５１５，０１６

　

７，０００，０００

　

１，３３４，８５０

と

　

９７，０９１，０６４

　　　

８８，８２０

　

３，０８０，０００

　　　

７４，９８４

　

２９，７７６，７９７

　　

７３９，３９７

　

５，１８４，０００

　

８６，８１２，８０１

　

１３，５１５，０１６

　

７，０００，０００

　

１，１４６，７５０

△

　

８８，３６「，２３９

　　　

８８，８２０

　　　

０

　　　

７４，９８４

　　　

０

　　　

０

　　　

０

　

７，１７０，５１７

　　　

０

　　　

０

　　

１８８，１００

△

　

８，７２９，８２５

　　　

０

　

３，０８０，０００

　　　

０

５７，６８６，１１８ ５５，９７７，３２６ １，７０８，７９２

１２２，５３１，０５２ １１６，３８５，６６４ ６，１４５，３８８

１７９，６６２，２４４ １６１，２５３，３３７ １８，４０８，９０７
亘

　

負債の部

１． 流動負債

　　　

未払金

　　

預り金

　　　

未払法人税等

　　　

未払消費税

　　

流動負債合計

２９，１５５，４３０

　

５７３，ｌｏｌ

１，４５０，２００
３，２２８，６００

２０，８４３，３８９

　

１２９，２２６

１，０４９，２００

１，９８３，８００

８，３１２，０４１

４４３，８７５
４０１，０００
１，２４４，８００

３４，４０７，３３１ ２４，００５，６１５ ｌｏ，４０１，７１６

流動負債

　

未払金

預り金

　

未払法人税等

　

未払消費税
流動負債合計

－１６－



貸

　

借

　

対

　

照

　

表

今和７年３月３１日現在

公益財団法人

　

牧農林業振興公社
一般会計

科

　　　　　

目 当年度 前年度 増

　

減

２． 固定負債

　　

長期借入金

　　

退職給付引当金

　　

固定負債合計

　　

負債合計

１，６００，０００
７，６８１，８６６

３，２００，０００
７，８７７，６６２

△ １，６００，０００
△ １９５，７９６

９，２８１，８６６ １１，０７７，６６２ △ １，７９５，７９６
４３，６８９，１９７ ３５，０８３，２７７ ８，６０５，９２０

ｍ

　

正味財産の部

　

１． 指定正味財産

　　　

地方公共団体補助金

　　　

民間補助金

　　

指定正味財産合計

　　　

（うち基本財産への充当額）

　　　

（うち特定資産への充当額）

２． 一般正味財産

　　　

（うち特定資産への充当額）

　　

正味財産合計

　　　

負債及び正味財産合計

２５，６６５，１２２
５，０００，０００

２６，０４９，８５８

５，０００，０００
△

　

３８４，７３６

　　

０

３０，６６５，１２２
３０，０００，０００

　

６６５，１２２

３１，０４９，８５８

３０，０００，０００

１，０４９，８５８

△

　

３８４，７３６

　　

０

△

　

３８４，７３６

１０５，３０７，９２５
２６，４９７，９４６

９５，１２０，２０２
２１，４８０，８１８

ｌｏ，１８７，７２３
５，０１７，１２８

１３５，９７３，０４７ １２６，１７０，０６０ ９，８０２，９８７
１７９，６６２，２４４ １６１，２５３，３３７ １８，４０８，９０７

（単位：円）
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正味財産増減計算書
今和６年４月１日から今和７年 ３月３－日まで

科

　　　

目
一般会計

　

（Ｄ）
本年度決算額
（Ａ）÷（Ｂ）”○

　

（Ｄ）
前年度決算額

増

　

減

（Ｄ）－（Ｅ）

　　

（～
公益目的事業会

　　

（Ｂ）
収益事業等会計

　

（Ｃ）
法人会計

１

　

一般正味財産増減の部

　

１・ 経常増減の部

（１）経常収益

　

基本財産運用益

　　

基本財産受取利息

　

特定資産運用益

　　

特定資産受取利息

　

事業収益

　　

農作業受委託事業収益

　　

農地保全事業収益

　　

農地利用集積円滑化事業

　　

収益

　　

広域協定事務受託事業収

　

益

　　

地域環境整備事業収益

　　

除雪作業収益

　　

加工事業収益

　

受取補助金等

　　

受取地方公共団体補助金

　　

受取地方公共団体補助金

　　

振替額

　　

受取民間補助金

　　

受取地方公共団体助成金

　　

受取民間助成金

　

負担金収人

　　

負担金収入

　

雑収益

　　

受取利息

　　

雑収益

　　

手数料収入

　

期末農産物棚卸高

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

５５，８７６，６４３

１９，４５５，５００

３１，５７７，５６３

１，８４９，１５１

２，９９４，４２９

　　

０

　　

０

Ｔ３，０４１，４２２

　

８９０，０００

　

３８４，７３６

１１，２５５，９８８

　

５１０，６９８

　

１７４，０００

　

１７４，０００

２，１７３，１５４

　　

０

２，１１２，２９１

　　

６０，８６３

３，２５７，５００

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

４３，１７６，７３８

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　

４５１，０００

４２，７２５，７３８

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　

２，６４７

　

２，６４７

　

４，２９８

　

４，２９８

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

１，２００，０００

　

４００，０００

　　

０

８００，０００

　　

０

　　

０

　　

０

２１７，７２４

　

７，４７３

　

２１０，２５１

　　

０

　　

０

　　

２，６４７

　　

２，６４７

　　

４，２９８

　　

４，２９８

９９，０５３，３８１

１９，４５５，５００

３１，５７７，５６３

１，８４９，１５１

２，９９４，４２９

　

４５１，０００

４２，７２５，７３８

　　

０

１４，２４１，４２２

１，２９０，０００

　

３８４，７３６

　　

０

１２，０５５，９８８

　

５１０，６９８

　

１７４，０００

　

１７４，０００

２，３９０，８７８

　　

７，４７３

２，３２２，５４２

　

６０，８６３

３，２５７，５００

　　　

３５８

　　　

３５８

　　　　

６７

　　　　

６７

７９，３９６，２７５

２６，２２６，９１８

２０，７４１，８４８

３，５７１，５３５

３，２８１，９９７

　

３７７，３００

２５，１９６，６７７

　　

０

２１，１１４，５０９

８，７３３，５００

　

３８４，７３６

　

１３５，２３６

１１，００２，１６２

　

８５８，８７５

　

２０３，０００

　

２０３，０００

４，８０５，７４６

　　　

１４７

４，７００，２６６

　

１０５，３３３

２，８１７，５００

　　　

２，２８９

　　　

２，２８９

　　　

４，２３１

　　　

４，２３１

１９，６５７，１０６

△

　

６．７７１，４１８

１０，８３５，７１５

△ 「，７２２，３８４

　

△

　

２８７，５６８

　　

７３，７００

１７，５２９，０６１

　　　

０

△

　

６，８７３，０８７

△

　

７，４４３，５００

　　　

０

△ １３５，２３６

　

１，０５３，８２６

△

　

３４８，１７７

　

△

　

２９，０００

　

△

　

２９，０００

△

　

２，４１４，８６８

　　　

７，３２６

△

　

２，３７７，７２４

　

△

　

４４，４７０

　　

４４０，０００

経常収益計 ７４，５２２，７１９ ４３，１７６，７３８ ｉ，４２４，６６９ １１９，１２４，１２６ １０８，３３７，４５５ ｌｏ，７８６，６７１

（２）経常費用

　

事業費

　

役員報酬

　　

給料手当

　

臨時庭賃金

　　

退職給付費用

７８，１８６，９５７

１，４５１，６００

２９，１２１，０１３

２，８２１，９３５

１、３０７，３３６

２５，６５２，０９９

　

４２０，２００

４，６７４，０４９

２，３３２，１２２

　

３６１，２３８

０

０

０

０

０

１０３，８３９，０５６

１，８７１，８００

３３，７９５，０６２

５，１５４，０５７

１，６６８，５７４

１０２，１０９，８８７

　

１，８３２，６００

２４，５８１，４２５

４，０１７，５６５

１，０１２，３１４

１．７２９，１６９

　

３９，２００

９，２１３，６３７

１，１３６，４９２

６５６，２６０

－１８－



　

正味財産増減計算書
今和６年４月

　

１日から今和７年３月３１日まで

増

　

減

４，６５９，

　

１，１９６，８

　　

１９９，４

△

　

５２３，５

　　

７７９，８

△

　

３，１４３，６

　

△１６，５

　

１，３０７，５

　

１，０６０，７

　　

２４６，８

　　

６８，７

△ １，７６３，４

　

△

　

２５，０

　

１，８９４，５

　

△ １，６

△

　

５０９，ｌ

△１２９，８１

△

　

６，５９３，７

　

△

　

４，Ｏ

△

　

２，０３４，８

４，９６６，Ｉ ８９０，福利厚生費

通信運搬費

減価償却費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

７３４， ５３５，

１０，４７６， １１， １１・０１１，

２，０５０、２，６７７ １５３，

１，９７２， ２７９， ５，３９６，

１６、

２，９６１，Ｉ１，４９４，１１ ２，７７４，６８１

燃料費 １，４１９，２１ ２，２２２， ２，５８０，

軽油取引税 ５５２，ｌ ３８０，７４，

８６２，９５１７２４， ２０７，

　

光熱水料費

　

賃借料

　

保険料

　

禾且税公…課

　

支払負担金

　

農地整備費

　

支払手数料

　

委託費

　

支払利息

　

資材費

　

交際費

　

雑費

管理費

　

役員報酬

　

給料手当

　

臨時雇賃金

　

退職給付費用

　

福利厚生費

　

会議費

　

旅費交通費

　

通信運搬費

　

減価償却費

　

消耗什器備品費

　

消耗品費

　

修繕費

　

印刷製本費

４，６６１ １０３， ６，５２９，

１，２１３，６１ＬＯＩ０，６９１ １７７

２，４８６，Ｉ ４，４３７， ５，０２９，

５１ ５３，

９２４，４１４，

２７２， ２， ４０４，６６１

２０，０５９，０１４６３８， ８，８２６，

１６，１２，

６，８８５，Ｉ ８，９２０，０８１

４，５，２１１

１８， △ １８，

　

５６８，

（
Ｕ

　　

（
Ｕ

　　

（
ｖ

　　　

＝^）

　　

＝^ｖ

　　

（Ｕ

　　

（
）

　　

（＝Ｕ

　　　

ｎ）

　　

Ｕ^

　　　

ハＵ

　　　

Ｕ^

　　　

ｎ
Ｕ

　　　

Ｕ^

　　　

ｎ
ｖ

　　　

Ｕ^

　　　

ｎ
ｖ

　　　

ハＵ

　　

（Ｕ

　　　

ハＵ

　　　

Ｕ^

２，７２９，８４６ ２，１６１，

３８，

４
１

　　　

Ｚ^

　　　

ハＭ）

　　

Ｕ^

　　　

ｑ
Ｕ

　　　

ｎ
ｕ

　　　

ｈ^Ｕ

　　　

Ｘ^Ｕ

　　

（ＸＵ

　　　

Ａ
丁

　　　

へ
Ｕ

　　　

ｒｈＵ

　　　

ｎ
ｕ

　　　

ｒｈＵ

　　　

Ｕ^

　　　

Ａ
丁

　　

「ｂ

　　　

Ｒ
ｖ

　　　

Ｘ^Ｕ

　　　

１
′

　　　

Ｕ^

　　　

ｎｈＵ

７５

　

嫌

　

総

　

３

　

７

　

箭

　　　

７

　　　

９

　

地

　

０

　

８

　

７

　

４

　

５

　

８

　

５

　

９

　

７

　

０

　

般

９

　

６

　

８

　

４

　

３

　

１

　

０

　

２

　

１

　

９

　

２

　

１

　　　

８

　　　

４

８５６

　

７

　

３

　

４

　

４

　

８

　

７

　

鋤

　

搬

　　

鰯

　

６

　

４

　

１

６

　

２

　

７

　

９

　

３１

７

　

６

　

５

　

１

　

８

　

８

　

９

　

２

　

３

　

５

　

１

　

４

　

１

　

４

　

２

　

７

　

４

　

４

　

６

　

５

１２

　

８

　

８

　

５

　

５

　　

７

　　

２

　　

９

５

　　　　

１

　　　　

０

　

２

　

２

　　　　

４

　

３

　　　　　　

４

　

１

　

６

　　　　　　　　　

１３

　　　　

６

　　　　　　

２

３８，２００ ３７，

２７７， ２７７，８１０ １９２，

　

８５，７８

　

２，６１

　

２０，２９

　

１１，１２

△

　

６３，０３

　　

８，５２

　　

３，００

　

９４，４５１

△

　

６８．２０

　

３４０，５４

　

９３，５０

　

１７，３２

３４，５５３ ３４，５５３ ３１，９４１

３１，３０８５１，６０５ ５１，６０５

６４，５８５ ６４，５８５

ハ＝Ｕ

５３，４６２

６３，０３０

７５， ７５，６００ ６７，０８０

３５９，５６８ ３５９，５６８ ３５６，５６３

３２６，６４１ ３２６，６４１

ｎ
Ｕ

２３２，１９０

６８２００

４６４， ４６４，４６７ １２３，９２１

Ｕ^

　　

（
Ｕ

９３， ９３，５００

１７， １７，３２０

－１９－



　

正味財産増減計算書
今和６年４月

　

１日から今和ｒ７年 ３月３－日まで

科

　　　

目
一般会計

　

（Ｄ）
本年度決算額
（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）

　

（Ｄ）
前年度決算額

増

　

減

（Ｄ）－（Ｅ）

　　

（Ａ）
公益目的事業会

　　

（Ｂ）
収益事業等会計

　

（Ｃ）
法人会計

　　

光熱水料費

　　

賃借料

　　

保険料

　　

租税公課

　　

支払負担金

　　

支払手数料

　

委託費

　

交際費

　

雑費

期首農産物棚卸高

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

２，８１７，５００

ｎｖ

　　　

ｎ
ｕ

　　

（
ｖ

　　

（
Ｕ

　　

（
Ｕ

　　　

ハＵ

　　

（＝Ｖ

　　　

Ｕ^

　　

（Ｕ

　　　

Ｕ^

１４，６８８

１４，７９８

４３，８９０

３３８，５００

３３５，８００

４０，５９０

６４，７３１

７３，０００

　

０

　

０

　

１４，６８８

　

１４，７９８

　

４３，８９０

３３８，５００

３３５，８００

　

４０，５９０

　

６４，７３１

　

７３，０００

　　

０

２，８１７，５００

　

１３，０７０

　

１５，２４１

　

４３，８９０

３３３，８５０

３５５，４００

　

４２，５８５

　

１７，２１７

　

８１，５６３

　　

１，５６７

３，６４２，４４５

　　

１，６１８

　　

△

　

４４３

　　

０

　　

４，６５０

△

　

１９，６００

△ １，９９５

　

４７，５１４

△

　

８，５６３

△ １，５６７

△

　

８２４，９４５

経常費用計 ８１，００４，４５７ ２５，６５２，０９９ ２，７２９，８４６ １０９，３８６，４０２ １０７，９１３，８４０ １，４７２，５６２

常増減額
△

　

６，４８１，７３８ １７，５２４，６３９ △ １，３０５，１７７ ９，７３７，７２４ ４２３，６１５ ９，３１４，１０９

評価損益等計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

当期経常増減額 △

　

６，４８１，７３８ １７，５２４，６３９ △ １，３０５，１７７ ９，７３７，７２４ ４２３，６１５ ９，３１４，１０９

２． 経常タト増減の部

（－）経常タト収益

固定資産売却益 ４４９，９９９ ０ ０ ４４９，９９９ △

　

Ｉ ４５０，０００

経常タト収益計 ４４９，９９９ ０ ０ ４４９，９９９ ０ ４４９，９９９

（２）経常タト費用 ０

固定資産除却損 ０ ０ ０ ０ Ｉ △

　

Ｉ

経常タト費用計 ０ ０ ０ ０ Ｉ △

　

Ｉ

当期経常タト増減額 ４４９，９９９ ０ ０ ４４９，９９９ △

　

Ｉ ４５０，０００

鵬五ｐ－１眠日か」当期

　

殻正
味財産増減額

△

　

６、０３１，７３９ １７，５２４，６３９ △ １，３０５．１７７ ｌｏ，１８７，７２３ ４２３，６１４ ９，７６４，１０９

他会計振替額、 ９，８９２，４８０ △

　

９，８９２，４８０ ０ ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 ３，８６０，７４１ ７，６３２，１５９ △ １，３０５，１７７ １０，１８７，７２３ ４２３，６１４ ９，７６４，１０９

一般正味財産期首残高 ６２，５５５，６４２ ３０，６４７，２２６ １，９「７，３３４ ９５，１２０，２０２ ９４，６９６，５８８ ４２３，６１４

一般正味財産期末残高 ６６，４１６，３８３ ３８、２７９，３８５ ６１２，１５７ １０５，３０７，９２５ ９５，１２０，２０２ ｌｏ，１８７，７２３

□

　

指定正味財産増減の都

　　

一般正味財産への振替額 △

　

３８４，７３６ ０ ０ △

　

３８４，７３６ △

　

３８４，７３６ ０

減価償却費計上による振
替分

△

　

３８４，７３６ ０ ０ △

　

３８４，７３６ △

　

３８４，７３６ ０

当期指定正味財産増減額 △

　

３８４，７３６ ０ ０ △

　

３８４，７３６ △

　

３８４，７３６ ０

指定正味財産期首残高 ｔ。４９，８５８ ０ ３０，０００，０００ ３１，０４９，８５８ ３１，４３４，５９４ △

　

３８４，７３６

指定正味財産期末残高 ６６５，１２２ ０ ３０，０００，０００ ３０，６６５，１２２ ３１，０４９，８５８ △

　

３８４，７３６

ｍ 正味財産期末残高 ６７，０８１，５０５ ３８，２７９，３８５ ３０，６１２，１５７ １３５，９７３，０４７ １２６，１７０，０６０ ９，８０２，９８７

－２０－



財

　

産

　

目

　

録

　

今和ヮ年３月３１日現在

公益財団法人

　

牧農林業振興公社
一般会計

　　　　　　　　

貝，【

　

” テヤ目 場所・物三等 使用目～ｕ 額

（流動資産）
現金

預金

棚卸資産
貯蔵品

その他流動資産

未収金

運転資金
受託

手元保管

普通預金
えちご上越農業協同組合

第四銀行

郵便振替
ゆうちょ銀行

収益事業会計（ＪＡ）

除雪、管理関係

運転資金として

運転資金として

切り餅１，５１２袋、 米２６ｑ袋ほか

資材（育苗関係）
収入減少影響緩和交付金

収益事業から公益事業、法人会計へ

除雪費用、中間管理事業受託事務費

　

等

　

１９３，６６０

２２，４７４，２８８

２２，１「８，５８３

　　

「１，７２０

　　

１９９，４２７

　　

８８，３９５

　　

５６，１６３

３，２５７，５００

　

４９８，０６９

１，３４３，４４８

２９，３６４，２２７

２１，０００，０００

　

８，３６４，２２７

流動資産合計 ５７，１３１，１９２

（固定資産）
基本財産

出損金
えちご上越農業協同組合

第四銀行
ゆうちょ銀行

ＪＡえちご上越牧支店

第四北越銀行高田営業部

沖見郵便局

運用益を管理費の財源として
使用している‐

　　

″

　　

″

３０，０００，０００

１０，０００，０００

１０，０００，０００

１０，０００，０００

特定資産
建物

指定正味財産とし
て受入れた額

農業用機械・装置

指定正味財産とし

て受入れた額
一般正味財産から

特定資産へ充当し
た額
減価償却累計額

指定正味財産とし
て受入れた額

一般正味財産から

特定資産へ充当し

た額

退職給付引当資産

特定費用準備資
資産取得資金

事務所及び格納庫

コンハｏイン・トラクター等

建物、農業用機械
・装置

ＪＡえちご上越牧支店

管理機、 屋根葺き替え

トラクター、 コンバイン

公益目的事業及び管理に
必要な活動に供する財産

公益目的事業に必要な活動に

供する財産

公益目的事業及び管理に

必要な活動に供する財産

職員に対する退職金に充当
ＰＣ人替、 裏ロサッシ人替

　

ほか

トラクター、 ］ンバイン

　

１２，９５４，０９１

　　

１２，９５４，０９１

　

１３，１６８，８７５

　　

５，４５０，７２０

　　

７，７１８，１５５

△

　

２３，１１８，３６１

　

△ １７，７３９，６８９

　

△

　

５，３７８，６７２

　

７，６８１，８６６

　

９，２４０，５２６

　

１４，９１７，９３７

その他固定資産
建物
建物付属設備

構築物
農業用機械・装置

車両運搬具
リース資産

什器備品
減価償却累計額

その他の固定資産

借地権

電話加入権

格納庫籾タンク

第２格納庫

コンバイン・トラクター等

トラック

汎用コンバイン・Ｄ２ブル

建物、農業用機械
リサイクル料

Ｒ７苗代田借地（柳島）
電話加入権

公益目的事業及び管理に

必要な活動に供する財産

　　

″

　　

″

　　

″

　　

″

　　

″

　　

″

苗代田整備エ事

必要な活動に供する財産

　

２９，７７６，７９７

　　

７３９，３９７

　

５，１８４，０００

　

９３，９８３，３１８

　

１３，５１５，０１６

　

７，０００，０００

　

１，３３４，８５０

△

　

９７，０９１，０６４

　　　

８８，８２０

　

３，０８０，０００

　　　

７４，９８４

固疋貝自生口ｏ． １２２，５３１，０５２

資産合計 １７９，６６２，２４４

－２１－



財

　

産

　

目

　

録

　

今和 ヮ年３月３１日現在

公益財団法人

　

牧農林業振興公社

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金

　　　　　

額

（流動負債）
未払金

運転資金

社会保険料預り金

委託、資材
委託、修繕、賃金

預り金

所得税預り金
サビスセンター預り金

未払法人税等
未払消費税

２・３月分社会保険

除雪・農業関係

農業、 除雪、 管理関係

源泉預り（納期特例）

６年度法人税分
６年度消費税分

収益事業から公益事業、法人会計へ

公社職員等に係る２月・３月分

市道雪戻し・排雪、 資材

除雪修繕、 臨時雇用賃金

　

ほか

納期特例により［月～３月分

太田（２・３月分）４月払戻あり

６年度末払い法人税
６年度精算分未払い消費税

２９，１５５，４３０

２１，０ＯＱＯＯＯ

　

２，１５９，７２２

　

４，６３５１６９

　

１，３６０５３９

　

５７３，ｌｏｌ

　　

５７３，４２１

　　

△

　

３２０

１，４５０，２００

３，２２８，６００

流動負債合計 ３４，４０７，３３１

（固定負債）
長期借入金
退職給付引当金 職員に対するもの 職員ヮ名に対する退職金の

支払に備えたもの

１，６００，０００

７，６８１，８６６

固定負債合計 ９，２８１，８６６

負債合計 ４３，６８９，１９７

正味財産 １３５，９／３，０４７

－２２－



財務諸表に対する注記

１． 重要な会計方針

　

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　

該当なし

　

（２） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　

最終仕入原価法による

　

（３） 固定資産の減価償却の方法

　　　　

定額法による減価償却を実施

　

（４） 引当金の計上基準

　　　　

退職給付引当金

　　　　　

期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上

ｑ
Ｕ

（５） リ←ス取引の処理方法

　　　

ファイナンスリース取引の内リース契約１件当たりのリース料総額が

　　　

３００万円以上の取引については、 売買処理によっている。

　　　

上記以外については通常の賃貸借取引によっている。

（６） 消費税の会計処理

　　　

消費税等の会計処理は、税込方式

会計方針の変更

　

該当なし

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

基本財産

　　

前期末残高

　　

当期増加額

　　

当期減少額

　　

当期末残高

出

　

損

　

金 ３０，０００，０００ ０ ０ ３０，０００，０００

小

　

言十 ３０】０００，０００ ０ ０ ３０，０００，０００

特定資産
建

　　　

物 １２，９５４，０９１ ０ ０ １２，９５４，０９エ

農業用機械・装置 １３，１６８，８７５ ０ １３，１６８，８７５

減価償却累計額 ‐２２，７３３，６２５ ０ ３８４，７３６ －２３，１１８，３６１

退職給付弓当資産 ７、８７７，６６２ １，４６５、４５４ １，６６１、２５０ ７，６８１、８ｂｂ

特定費ｍ

　　

生

　　

へ
′用貝正 ２，３７１，３０５ ９，２４０，５２６ ２，３７１，３３５ ９，２４０，り乙ｂ

資産取得資金 １６，７７０，０００ ８，９１７，９３７ ｌｏ’７７０’０００ １４，９１７，９３７

小 矛
・

３０，４０８，３３８ １９，６２３，９１７ １５，１８７，３２エ ３４，８４４，９３４

　　

Ａ

　　　

ロ

　　　　

ロ言” ６０，４０８，３３８ １９，６２３，９１７ １５，１８７，３２１ ６４，８４４，９３４

２

基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のとおりである。

科

　

目 当期末残高 （うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
出

　

損

　

金 ３０，０００，０００ ３０，０００，０００

小

　

言十 ３０，０００，０００ ３０，０００，０００ ０ ０

特定貫産
建

　　　

物 １２，９５４，０９１ １２，９５４，０９１

農業用機械・装置 １３，１６８，８７５ ５，０６５，９８４ ８，１０２，８９１

減価償却累計額 －２３，１１８，３６１ ‐１７，３５４，９５３ －５，７６３，４０８

退職給付引当資産 ７，６８１，８６６ ７，６８１，８６６

特定費用準備資金 ９，２４０，５２６ ９，２４０，５２６

　　　

【

　

’

　　　　　　　

’

資産取得資金 １４】９１７，９３７ １４，９１７，９３７

小

　

言十 ３４，８４４，９３４ ６６５，１２２ ２６，４９７，９４６ ７，６８１，８６６

合

　

計 ６４，８４４，９３４ ３０，６６５，１２２ ２６，４９７，９４６ ７，６８１，８６６

４

－２３－



５． 担保に供している資産

　　

該当なし

６．固定資産の取得価額、減価‐償却累計額及び当期末残高

　　

該当なし

７，債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

　　

該当なし

８， 保証債務等の偶発債務

　　

該当なし

９．満期保有目的の債券の内訳並び｛．こ帳簿価額、時価及び評価損益

　　

該当なし

１０． 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである

　

・ト…山容の名称 父付者

　　　

・＝．＝．”′．、

　　　

・

　　

「ＨＨ．富”，，期

　　

当朋、＝

　

け

　　

「′“”．ノ

　

ロ臥

　

当刃」． 記載区分

地域公共団体補助金 上越市 １，０４９，８５８ ０ ３８４′７３６ ６６５，１２２ 指定正味財産

市農林水産物等‐マーケテ′ング活

　　　

動支援事窯戸占助危

　　

″ ０ ４００，０００ ４００，０００ ０

　　　　

″

環境保全型農業直接支払

　　　

交付金

　　

″ ０ ８９０，０００ ８９０，０００ ０

　　　　

″

水田活用の直接支払交付

　　

金
北陸
農政局

０ ３，９４６，２００ ３，９４６，２００ ０

　　　　　　

′′

収入減少影響緩和交付金

　

“ ０ ９３６，０１８ ９３６，０１８ ０

　　　　

″

中山間地域等直接支払

　　　

交付金
牧区
農振会

０ ３，７４２，２３２ ３，７４２，２３２ ０

　　　　

″

中山間地域等直接支払

　　　

交付金 上越市 ０ ２，６３１，５３８ ２，６３１，５３８ ０

　　　

〃

農用地管理費助成金

　

お区員毛匠野き ０ １０２，７９５ １０２，７９５ ０

　　　

〃

農用地管理費助成金 技医農地を守ろ会 ０ ２９，４００ ２９′４００ ０

　　　　

″

支部活動助成金

　

牡ｅ業主達－ｏｉｌ

　

導洛質議会 ０ １３，０００ １３，０００ ０

　　　　

″

直接支払集落協定交付金 東松ノ木集

　

落
０ ７０，５４７ ７０，５４７ ０

　　　　

″

直接支払集落協定交付金 小川集落 ０ ２７４，４６０ ２７４，４６０ ０

　　　　

″

直接支払集落協定交付金 中条集落 ０ ２０，４９６ ２０，４９６ ０

　　　　

″

特定求職者雇用開発

　　

助成金
新潟
労働局

０ ８００，０００ ８００，０００ ０

　　　　　　

′′

合

　

計 １，０４９，８５８ １３，８５６，６８６ １４，２４１，４２２ ６６５，１２２

１１，指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

　　　

内

　

容

経吊

　

益への振

　

額

　

　　

　　　

　　
　

　　　　　　　　　　　　　

　

　

減価償却費計上による振替額

　　　　　　　

３８４，７３６

　　　　　

合

　

計

　　　　　　　　　　　　

３８４，７３６

１２， 関連当事者との取引の内容

　　

該当なし

１３，重要な後発事象

　　

該当なし

１４， その他

　　

該当なし

－２４一



監

　

査

　

報

　

告

　

書

公益財団法人

　

牧農林業振興公社

　

理事長 笹

　

原

　　

茂

　　

様

　

公益財団法人

　

牧農林業振興公社の令和６年度における業務執行状況、財政

状況及び会計決算について監査した結果を下記のとおり報告します。

事業報告等の監査結果

１． 事業報告及びその付属明細書は、 法令及び定款に従い、 法人の状況を正

しく示しているものと認めます。

２，貸借対照表、損益計算書類及びその付属明細書並びに財産目録を監査し

た結果、 適正に処理、 記載されていると認めます。

令和７年５月１５日

　　　　　　

・
免 ・ 鬼噛め

　　　　　　　

監

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

監

　

事 族 ｗ迄形 ◎

－２５－



令和７年度事業計画書

事業方針

　

令和６年産米の出来高については、 ７月下旬から９月上旬までの降水量が少なく、 水

持ちの悪いほ場では水分不足が生じ、 ８月の日照不足、 さらに８月末から９月後半まで

の度重なる強雨により刈り遅れが生じ減収の要因となった。 反収については前年度が干

ばつ被害にあったこともあり、 前年対比１． ５俵の増収となった。

　

２年続いて自然気象の偉大さも感じながらも、 従来のとおり田植の時期と水管理、 江

立ての徹底、梅雨に発生する豪雨と干害による自然災害に対応するべき圃場の見回りと、
適期の作業を実施することにより良質米の生産に努めていかなければならない。

　

特に、 品種の選定と高温期に対する作付けの時期、 収穫の適期など、 気候に合わせた

農作業を実践していくこととし、 従来のコシヒカリ中心からそれ以外の業務用米といわ

れる 「つきあかり・にじのきらめき」 等の多収穫米の生産拡大を図り、 国の施策に沿っ

た米づくりを実施していく。

　

本年度も委託業務として、 ライスセンター等の施設管理、 除雪業務等を受託すること

により経営資金の安定化を図っていく。 また、 中山間地域等直接支払を中心に、 環境保

全型農業直接支払等の交付金を活用した農地・農用施設の整備、経営所得安定対策や米、

　

ソバ等の戦略作物による水田活用を進める中で荒廃地の防止に努めていく。

　

このような状況を踏まえ、 次に掲げる事業を積極的に展開していく。

．
↓ 農業の担い手の育成に関すること
・

　

各オペレーターともに大特、 作業免許、 草刈り講習、 フォークリフト資格等も有

　

し、 即戦力として業務に携わっている。 また、 各種研修や情報交換の場に積極的に

参加し技術の向上・安全作業を図っていく。

２． 農作業支援に関すること

　　

・

　

農業者の多くは高齢者で、 経営規模が零細である上、 生産条件も悪く危険度も高

　　

い。 更に、 地域農作業の核となる生産組織等も高齢化が進み、 突発的な下支えとし

　　

ての公社の役割は大きい。

　

・

　

生産組織への再委託については、 公社で取り纏め、 更に作業料金の徴収・精算業

　　

務を行なうことで生産組織の負担軽減を図っている。 しかし、 取扱件数は年々減少

　　

傾向にあり現在は１集落のみとなっている。

　

・

　

ＪＡえちご上越より牧ライスセンター及びそばセンタ」、育苗関係業務を平成２８年

　　

度より受託しており本年度で１０年目を迎えるが、過去の反省を含め更に経費の節減

　　

に努めるとともに、ＩＡと連携を密にしながら稼働率のアップに努める。
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○

　

ライスセンターに関しては、例年飼料用米、業務用米を多く受け入れているが、

　

今後もできるだけ多く地域外の米を受け入れるよう働きかけをしていく。

　

近年の天候不順により、収穫時期にもバラつきが生じ、稼働期間も年々伸びてい

　

る。また、ソバの収穫期との重複部分があるため作業の調整に苦慮する部分が生

　

じてきている。

○

　

育苗関係については、耕作面積の減少等によりＪＡからの受託枚数は１２，４５７枚

　

と従来に比べ減少傾向にある。また、再委託していた組織も無くなったため、育

　

苗施設を増床し健苗の育成に努める。

　

○

　

ソバについては、昨年同様にＪＡ頚北及びわかば管内の乾燥調製を行っており、

　

本年度も同様に実施していく。

　

農作業料金については、 上越市農業委員会での単価を参考とし、 作業内容によっ

ては一部割増基準を設けている。 しかし、 近年の気象状況は変動が激しく、 また、
農家によっては、 十分な肥培管理が実施されておらず農作業には大変な労力を要し

ているのが現状である。

３． 農用地の保全に関すること

　

・

　

小規模経営農家の離農は中間管理事業の推進により更に拍車がかかり、 農地の流

　　

動化が進んでいる。 中山間地域での農地の集約は大変厳しい状況にあるが、 公社を

　　

中心に、 各生産組織や近隣耕作者と連携を取りながら耕作放棄地の解消に努めてい

　　

く。

　

・

　

引き続き中山間地域等直接支払と多面的機能支払、 環境保全型農業直接支払など

　　

国の制度を活用しながら農地の維持管理に努めていく。

　

・

　

近年、 無人ヘリや ドローンによるカメムシの防除を実施しているが、 環境基準に

　　

適応した薬剤や除草剤を使用することにより良質米の確保に努める。

　

・

　　

公社の圃場も牧区全域にわたるため作業効率が極めて悪く、管理体制が万全とは

　　

言い難い。 極力水田として活用する一方、条件不利地についてはソバの生産に切り

　　

替えることとしている。 また、 一団の纏まった農地の日常管理については、 地元の

　　

協力を得ながら作業の効率化を図っていく。

　

・

　

また、本年度より中山間地域等直接支払制度の第６期対策が始まり、 離脱農家か

　　　

らの作付け依頼の増加が予想される中、上越市にて策定された「地域計画」に沿い、

　　

昨年策定した当公社の「農地保全事業にかかる借入方針」 により将来守らなければ

　　

ならない農地を見極めながら事業を進めていく。

　

・

　　

賃借料については、昨年決定した「小作料の算定基準」に沿いながら、今年度か

　　　

らの契約更新時には賃借料金の見直しを図っていく。

４．農地利用集積円滑化等に関すること

　　

・

　

農地利用円滑化事業は、平成２７年度からの中間管理事業実施により令和元年度に

　　

制度が廃止され、 更新時には相対での契約及び中間管理事業へ移行され、 その際の
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手続等事務受託を請け負ってきた。

　

・

　

農地中間管理事業は、 令和５年度からは上越市の方針により事務手続きについて

　　

は農政課に引き継ぎ、 公社は相談窓口業務のみとなった。

　　　

円滑化事業については契約が令和６年度をもってなくなり、 円滑化事業としての

　　

業務は終了となった。

５． 都市と農村との交流促進に関すること

　　　

首都圏から人を呼び込むことで、 農産物の主要消費地である都市と農村との人的

　　

交流を図る目的で「ふるさと棚田オーナー制度」を取組み、 東京牧村会を始め友人知

　　

人等を介し募集を行なっているが、 会員の高齢化と新規加入者も多くは望めず減少

　　

傾向である。

６． 地域活性化のための事業の事務受託に関すること

　　　

第６期中山間地域等直接支払制度・第３期多面的機能支払交付金制度が本年度よ

　　

り開始され、 広域協定の事務局として、 各集落の関係事務を受託することで集落の

　　

負担軽減を図っていく。

　　　

牧区農業振興会は 「地域マネジメント組織」 としての位置づけされているため制

　　

度を活用し、 新制度の下、 牧区関係農業者の販売促進に寄与することとしている。

　　

・中山間地域直接支払交付金等事務

　　　　

牧区農業振興会は、５期対策最終年では２３集落で構成され、交付金額は８６，０６９

　　　

千円となっており、 事務の効率化を図るため広域への参加を積極的に呼びかけ集

　　　

落負担の軽減に努めている。

　　　　

主として事務局では活動の取り纏めと収支の執行、 超急傾斜農地の保全活動、

　　　

農産物の商品化・直販・販売促進と消費者の呼び込み等を行っていく。

　　　　

広域協定以外で、 協定の持てない集落で耕作しているところについても、 公社

　　　

独自で個別協定を組み荒廃地の防止に努めている。

　　　　

５期対策から新たに、 棚田地域振興加算、 集落機能強化加算など追加事業も加

　　　

わり制度が充実されたことにより棚田地域振興加算３集落、 集落機能強化加算に

　　　

３集落が取組んできた。 今後は新制度の内容に沿い地域にあった加算活動に取り

　　　

組むよう推進して行く。

　　　

・多面的機能支払交付金事務

　　　　

２期対策も最終年は１６集落・交付金額１１，８４１千円で実践活動を行ってきた。

　　　　

「牧区農地を守る会」 は主として農地の維持管理や資源向上共同活動、 長寿命

　　　

化の取り纏めを行なってきた。

　　　　

高齢化が進む中で、 毎年改編される農業施策に対し、 趣旨を理解しながらも、

　　　

事務処理を進めることは農家にとって大きな負担となっている。

　　　　

各制度を最大限活用する中で、 農道・用水路等の維持管理費の負担軽減を図っ
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ていく。 今後も広域協定への参加を呼びかけ、 一体となった活動ができるよう努

めていく。

７

　

生活道路及び公共施設の駐車場確保のための除雪作業

　　　　

冬期間の地域住民の生活道路を確保するための除雪作業、安全・安心して通行で

　　　

きるよう危険箇所の点検、障害物の除去、また、公共施設の駐車場の確保など、上

　　

越市の委託事業として実施している。

　　　

実施に当たっては、職員と臨時オペで対応しているが、 ドーザー及びロ」タリー

　　　

除雪車相互の運転技術の向上に努める。

８

　

地域環境整備事業

　　　

上越市ガス水道局の委託事業として、牧区全域に通水している水道施設の管理用

　　　

道路及び施設周辺の草刈り作業を実施していく。
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令和

　

７ 年度事業計画内訳表

農作業支援事業

　　　　　　

［

　　

１６，７４２千円

　

］

　　　

水稲関係

　　　　　　　　　　　　

４，２４２千円

　　　

畑作関係

　　　　　　　　　　　　

１，５００千円

　　　

ライス

　

．ソバセンター

　　　　　

１１，０００千円

曲Ｌ．リ・ｍ．

　

…，豪貴
爪三 三賃借肘「ト・高齢農家への支援の

為に部分作業を受託する事業

水稲関係

　　　　　　　　　　　　

４，２４２千円

（公社）作業名 令和６年度実績 令和７年度計画

耕

　　

転 １．７

　

ｈａ １・７ ｈａ

代

　　

掻 １．５

　

ｈａ １．５ ｈ

　

ａ

田

　　

植 ０．８

　　

ｈ

　

ａ ０．８ ｈ

　

ａ

テエ

　　

ヱ １３．３

　　

ｈ

　

ａ １３．３ ｈ

　

ａ

刈

　　

取 ３．４

　

ｈａ ３．４ ｈ

　

ａ

畑作関係

　　　　　　　　　　　　

１，５００千円 耕

　　

転

刈取（そば）

０，０ｌ

　

ｈａ

１３．３

　

ｈａ

０・０

１３．３

ｈ

　

ａ

ｈ

　

ａ

ライス

　

．ソバセンター

　　　　　

１１，０００千円

農地保全事業

　　　　　　　

［

　　

３１，５０７千円

　

］

　　　

水稲

　

ＪＡへ出荷

　　　　　　　　

８，５００千円

　　　　　　

独自販売

　　　　　　　　　　

２２，６００千円

　　　　

ソバ

　

ＪＡへ出荷

　　　　　　　　　　

４０７千円

農地の荒廃化防止の為、公社自身が担い手となっ
て担い手のいない農地を耕作し保全する事業

水稲 ＪＡへ出荷

　　　　　　　　　

８，５００千円 総借入件数 １０８

　

件 ９７ 件

独自販売

　　　　　　　　　　

２２，６００千円 総借入面積 ３４．９

　

ｈａ ３４．Ｏ ｈ

　

ａ

水稲 ２２．５

　

ｈａ ２４．１ ｈ

　

ａ

ソノく ＪＡへ出荷

　　　　　　　　　　

４０７千円
そば １２．２

　

ｈａ ９．６ ｈ

　

ａ

その他 ０．２：ｈａ ０．３ ｈａ

、 公社目

　

が担い手とな
を耕作し保全する事業

農地利用集積円滑化事業

　

［

　　　　　

０千円

　

］

　　　

農地利用集積円滑化事業

　　　　　

受取賃借料

　　　　　　　　　　　

０千円

　　　　　

（受取手数料）

　　　　　　　　　

０千円

担い手に農地を集積し地域の営農体制の強化を図
る事業

農地利用集積円滑化事業

　

受取賃借料

　　　　　　　　　　　

０千円

　　

（受取手数料）

　　　　　　　　　

０千円

令和６年度実績 令和７年度計画

借入件数 ３２ 件 ０ 件

貸付件数 ７ 件 ０ 件

年度末保有面積 １４．７ ｈ

　

ａ ０・０ ｈ

　

ａ

直払い事務等業務受託

　　

［

　　

３，１００千円

　

］

　　　　

中山間地域等直接支払

　　　　

２，１００千円

　　　

多面的機能支払交付金

　　　　

１，０００千円

牧区農振会・牧区農地を守る会より受託

中山間地域等直接支払

　　　　

２，１００千円

多面的機能支払交付金

　　　　

１，０００千円

令Ｆｎ６年度′お嶺（見込） 令和７年度計画

委託料 ２，３００

　

千円 ２，１００ 千円

委託料 ７００

　

千円 １，０００ 千円

体制の強化を図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和６年度実績 令和７年度計画

　

″＋ ｔ 蕪↓↓十‐ま 古 ｗ

　　　　　　

ｒ

　　　　　

．サ． イｍ

　

， 都市と農村の人的交流を促進することで、 地域の

　

Ｐ中 と辰計りム父、加 筆 末

　　　　　　

Ｌ

　　　　　

Ｉ′４ ＴＨ

　

」 活性化を図る事業

　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ト
円ミー１－－＝１十十

押

　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、 ＼ ＼ ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

ー
「

　　　　　　　

１

　　　　

１

　　

－

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　

ー

　　

１

　　　

棚田オーナ一交流

　　　　　　　　　　

１７４ 千円 会 員 数

　　　　　　　　　

６

　

人

　　　　　

６

　

人

地域保全管理事業

　　　　　

［

　　

２５，４１０千円

　

］

　　　

牧区水道施設管理業務

　　　　　　　　

４１０千円

　　　

道路除排雪業務

　　　　　　　　　

２５，０００千円

牧区内の公的施設等を保全管理する事業

牧区水道施設管理業務

　　　　　　　　

４１０千円

令旨」６年戚実績（２月末） 令和７年度計画

上越市より受話 ４５１

　

千円 ４１０ 千円

道路除排雪業務

　　　　　　　　　

２５，０００千円 上越市より受託 ３４，４３８

　

千円 ２５，０００ 千円

事

　

業

　

収

　

入

　

合

　

計

　　　　　　　　　　　

７６，９３３

　　　　

千円
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公益財団法人牧農林業振鼠公社

　

令和７年度収支予算書
令和７年４月１日

　

から

　

令和８年３月３１日まで

科

　

目
本年度 前年度

増

　　　

減
公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計 合計

１

　

一般正味財産増減の部

１． 経常増減の部

（１） 経常収益

基本財産運用益 ０ ０ １’０００ １’０００ １’０００ ０

基本財産受取利息 ０ ０ １’０００ １’０００ １’０００ ０

特定資産運用益 ０ ０ １’０００ １’０００ １’０００ ０

特定資産受取利息 ０ ０ １’０００ １’０００ １’０００ ０

事業収益 ５１，５２３，０００ ２５，４１０，０００ ０ ７６，９３３，０００ ６５，８４４，０００ １１，０８９，０００

農作業
１６．７４クｎｎｎ ０ ０ １６７４クｎｎｎ １８．０００．０００ △１つに３．０００

農地保全事業収益 ３１，５０７，０００ ０ ０ ３１，５０７，０００ ２１，８７８，０００ ９，６２９，０００

農地利用集積 ０ ０ ０ ０ １．８４６．０００ 乙 １，８４６‘０００

広域協定
事務零託事業収益

３，１００，０００ ０ ０ ３，１００，０００ ３，２３０，０００ △１３０，０００

都市と農村交流
事業収益

１７４７０００ ０ ０ １７４，０００ ２０３，０００ 乙 ２９，００〇

地域環境整備
事業収益

０ ４１０．０００ ０ ４１０，０００ ４１０，０００ ０

除雪作業収益 ０ ２５，０００，０００ ０ ２５，０００，０００ ２０，２７７，０００ ４，７２３，０００

受取補助金等 １３，２７４，０００ ０ ｌｏｏ’０００ １３，３７４，０００ １１，２４２，０００ ２，１３２，０００

受取地方公共団体
補助金

１，６０６，０００ ０ ０ １，６０６，０００ １７５２７，０００ ７９，０００

受取地方公共団体
助成金

１０，５８０，０００ ０ ０ １０，５８０，０００ ９，２０１，０００ １，３７９，０００

受取民間助成金 １，０８８，０００ ０ ｌｏｏ’０００ １，１８８，０００ ５１４，０００ ６７４，０００

雑収益 １，９５４，０００ ０ ２００，０００ ２，１５４，０００ １７２８０，０００ ８７４，０００

受取利息 ０ ０ １’０００ １’０００ １’０００ ０

手数料収入 ６０，０００ ０ １’０００ ６１，０００ ６４，０００ △３７０００

雑収益 １，８９４，０００ ０ １９８，０００ ２，０９２，０００ １，２１５，０００ ８７７，０００

経常収益計 ６６，７５１，０００ ２５，４１０，０００ ３０２，０００ ９２，４６３，０００ ７８，３６８，０００ １４，０９５，０００

（２） 経常費用

事業費 ７６，８２６，０４０ １３，５３２，８４０ ９０，３５８，８８０ ７６，０７１，１１７ １４，２８７，７６３

役員報酬 １，４８２，０００ ４２９，０００ １，９１１，０００ １，８３２，６００ ７８，４００

給料手当 ２６，８８２，５６０ １，６２３，５１０ ２８，５０６，０７０ ２４，５９８，８９０ ３，９０７，１８０

－３１－



－３２－

科

　

目
本年度 前年度

増

　　　

減
公益目的事業会計‐ 収益事業等会計 法人会計 合計 合計

臨時属賃金 ２，７７４，０８０ １，４２２，１８０ ４，１９６，２６０ ４，４９７，９２０ 乙 ３０１，６６０

退職給付費用 ９８２，６８０ ２７１，５３０ １，２５４，２１０ １，４２１，０５０ 乙 １６６，８４０

福利厚生費 ５，０５０，０００ ６１３，５００ ５，６６３，５００ ４，７３１，０７０ ９３２，４３０

通信運搬費 ６７５，０００ ０ ６７５，０００ ５３９，０００ １３６，０００

減価償却費 ９，８０７，０００ １’０００ ９，８０８，０００ ９，５６４，０２７ ２４３，９７３

消耗品費 ２，４１８，０００ １５０，０００ ２，５６８，０００ ２，５２８７０００ ４０，０００

修繕費 ２，２６４，０００ １，７２６，０００ ３，９９０，０００ ４，０６１，１８０ △７１，１８０

燃料費 １，３００，０００ １，８６６，０００ ３，１６６，０００ ２，６５８，０００ ５０８，０００

光熱水料費 ７６３，９２０ １７３，３２０ ９３７，２４０ ８４６，３４０ ９０，９００

賃借料 ２，８２５，４８０ １０４，５８０ ２，９３０，０６０ ４７８１７，０８０ ‘ １，８８７７０２０

保険料 ９９５，０００ １９４，０００ １，１８９，０００ １，２０８，０００ ‘ １９，０００

租税公課 １’１７０’０００ ７８０，０００ １，９５０，０００ ３，６２９，０００ △ １，６７９７０００

支払負担金 ６７，０００ ０ ６７，０００ ３８，０００ ２９，０００

支払助成金 ２３５，０００ ０ ２３５，０００ １０６，０００ １２９，０００

支払手数料 ２６４，０００ ０ ２６４，０００ ４０６，０００ 乙 １４２，００〇

委託費 ４，８７４，３２０ ４，１７８，２２０ ９，０５２，５４０ ３，９９５，９６０ ５，０５６，５８０

１１，９７５，０００ ４，５３３，０００ ７，４４２，０００資材費 １１，９７５，０００ ０

支払利息 １６，０００ ０ １６，０００ ２０，０００ △４，０００

交際費 ５，０００ ０ ５，０００ ４，０００ １’０００

管理費 １，８１４，１２０ １，８１４，１２０ ２，２４２，４５１ △４２８，３３１

役員報酬 ３９，０００ ３９，０００ ３７，４００ １，６００

給料手当 ２３１，９３０ ２３１，９３０ １９６，１１０ ３５，８２０

臨時雇賃金 ３１，７４０ ３１，７４０ ４０，０８０ 乙 ８，３４０

退職給付費用 ３８，７９０ ３８，７９０ ４３，９５０ 乙 ５，１６０

福利厚生費 ５８，５００ ５８，５００ ５４，９３０ ３，５７０

旅費交通費 ６１，０００ ６１，０００ ６０，０００ １’０００

通信運搬費 ３８３，０００ ３８３，０００ ３１９，０００ ６４，０００

減価償却費 １’０００ １’０００ １３８，５４１ ‘ １３７，５４１

消耗什器備品費 ０ ０ ４４５，０００ 乙 ４４５，００〇

肖耗品費 ４２６，０００ ４２６，０００ １２６，０００ ３００，０００

修繕費 ０ ０ ２，８２０ 乙 ２，８２０



科

　

目
本年度 前年度

増

　　　

減
公益目的事業会計

　

収益事業等会計 法人会計 合計 合計

印刷製本費 １７’０００ １７’０００ １’０００ １６，０００

１４，７６０ １４，７６０ １２，６６０ ２，１００光熱水料費

賃借料 １４，９４０ １４，９４０ １３，９２０ １，０２０

４４，０００ ４４，０００ ４４，０００ ０保険料

支払負担金 ３３６，０００ ３３６，０００ ３５６，０００ △２０，０００

支払手数料 ３９，０００ ３９，０００ ３７，０００ ２，０００

６２，４６０ ６２，４６０ ２３，０４０ ３９，４２０委託費

交際費 １５，０００ １５，０００ １５，０００

雑費 ０ ０ ２，０００ ‘ ２，０００

経常費用計 ７６，８２６，０４０ １３，５３２，８４０ １，８１４，１２０ ９２，１７３，０００ ７８，３１３，５６８ １３，８５９，４３２

投資有価証券評価損益等 ０ ０ ０

評価損益等計 ０ ０ ０

当期経常増減額 乙 １０，０７５，０４０ １１，８７７，１６０ △１，５１２，１２０ ２９０，０００ ５４，４３２ ２３５，５６８

（１） 経常外収益 ０

中科目別記載 ０ ０ ０ ０ ０ ０

（２）経常外費用 ０ ０ ０

中科目別記載 ０ ０ ０ ０ ０ ０

経常外費用計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

他会計振替額 ５，９３８，５８０ △５，９３８，５８０ ０ ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 △４，１３６，４６０ ５，９３８，５８０ 乙 １，５１２，１２０ ２９０，０００ ５４，４３２ ２３５，５６８

一般正味財産期首残高 ６３，３３３，６５７ ２２，５００，３１３ ４，３７１，９７９ ９０，２０５，９４９ ９０，２０５，９４９ ０

　　　　　

‐

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　

． ０ ０ ０ ０ ０ ０

一般正味財産への振替額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 １，８１９，３３０ ０ ３０，０００，０００ ３１，８１９，３３０ ３１，８１９，３３０ ０

指定正味財産期末残高 １，８１９，３３０ ０ ３０，０００，０００ ３１，８１９，３３０ ３１，８１９，３３０ ０

ｍ 正味財産期末残高 ６１，０１６，５２７ ２８，４３８，８９３ ３２，８５９，８５９ １２２，３１５．２７９ １２２，０７９，７１１ ２３５，５６８正味財産期末残高

　　　　　　

６１０１６５２７

　　

２８４３８８９３

　　

３２８５９，８５９

　

１２２，３１５，２７９

　

１２２，０７９，７１１

　　　

２３５，５６８

－３３－


